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　重点研究観測「南極域から探る地球温暖化」

サブテーマ①：南極域中層・超高層大気を通して探る地球環境変動 ○ ○ ○

サブテーマ②：南極海生態系の応答を通して探る地球環境変動 ○ ○ ○

サブテーマ③：氷期－間氷期サイクルから見た現在と将来の地球環境 ○ ○ ○

　一般研究観測

宙空圏 ○ ○ ○

気水圏 ○ ○ ○

地圏 ○ ○ ○

生物圏 ○ ○ ○

　萌芽研究観測

気水圏 ○ ○ ○

地圏 ○ ○ ○

生物圏 ○ ○ ○

項　　　　　　目

研究観測

評価担当表
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項　　　　　　目

基本観測

　定常観測

１）電離層観測（情報通信研究機構） ○ ○ ○

２）気象観測（気象庁） ○ ○ ○

３）測地観測（国土地理院） ○ ○ ○

４）海洋物理・化学観測（文部科学省） ○ ○ ○

５）海底地形調査（海上保安庁） ○ ○ ○

６）潮汐観測（海上保安庁） ○ ○ ○

モニタリング観測

１）宙空圏変動のモニタリング ○ ○ ○

２）気水圏変動のモニタリング ○ ○ ○

３）地殻圏変動のモニタリング ○ ○ ○

４）生態系変動のモニタリング ○ ○ ○

５）地球観測衛星データによる環境変動のモニタリング ○ ○ ○

公開利用研究の導入 ○ ○ ○

設営計画の概要

昭和基地の再生可能エネルギー活用と環境保全対策

基地の用途別敷地区分（ゾーニング）と建物の適切な配置

安全に配慮した基盤整備

内陸基地の再構築及び輸送力の拡充

○ ○ ○
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項　　　　　　目

観測支援体制の充実

観測隊の安全で効率的な運用

航空機の利用

海洋観測プラットフォームの発展

情報基盤及びデータベースの整備・充実と情報発信 ○ ○ ○

国際的な共同観測の推進 ○ ○ ○

国民の理解増進・教育活動の充実

国民の理解増進

教育活動の充実

○ ○

○

○

○ ○


